
で
す
。
が
ん
対
策
や
福
島
支
援
の

研
究
な
ど
で
、
私
も
一
緒
に
仕
事

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
論
文
に
よ
る
と
、
肺
が
ん
検
診

の
受
診
率
は
企
業
規
模
が
小
さ
く

な
る
ほ
ど
低
く
な
り
ま
し
た
。
男

肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
で

も
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
６
月
、
日
本
癌
治
療
学
会
が
発

行
す
る
学
術
誌
に
、
企
業
規
模
と

肺
が
ん
検
診
受
診
と
の
関
連
を
分

析
し
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
著
者
は
神
奈
川
県
健
康
医
療

局
長
の
前
田
光
哉
氏
で
す
。
前
田

氏
は
神
戸
大
学
医
学
部
卒
業
後
に

旧
厚
生
省
に
入
省
し
た
医
系
技
官

性
の
正
社
員
の
場
合
、
中
規
模
企

業
の
検
診
受
診
率
を
１
と
す
る

と
、
大
規
模
企
業
は
１
・

と
高

く
、
逆
に
小
規
模
企
業
は
０
・
８

と
低
く
な
り
ま
し
た
。

　
非
正
規
社
員
で
も
、
正
社
員
と

同
じ
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会

社
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
受
診

率
は
非
正
規
社
員
の
方
が
低
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　
個
人
の
健
康
意
識
よ
り
も
、
企

業
規
模
や
就
業
形
態
と
い
っ
た
個

人
を
と
り
ま
く
環
境
の
方
が
検
診

受
診
行
動
に
関
連
し
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
企
業
規
模
や
正
社
員
／
非
正
規

社
員
に
よ
る
受
診
率
の
格
差
を
な

く
す
た
め
の
行
政
施
策
や
普
及
啓

発
の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
と
言
え

る
と
思
い
ま
す
。

（
東
京
大
学
病
院
准
教
授
）

　
社
会
に
横
た
わ
る
格
差
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
も
、
が
ん
で

も
、
死
亡
数
を
増
や
し
ま
す
。

　
所
得
や
教
育
面
で
の
弱
者
に
が

ん
死
亡
が
多
い
の
は
、
喫
煙
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
の
乱
れ
が

大
き
な
原
因
で
す
。
が
ん
の
早
期

発
見
の
カ
ギ
は
定
期
的
な
が
ん
検

診
で
す
が
、
社
会
的
弱
者
で
は
、

受
診
率
が
低
い
こ
と
も
大
き
な
問

題
で
す
。

　
が
ん
検
診
の
受
診
率
と
加
入
す

る
健
康
保
険
と
の
関
係
を
調
べ
た

研
究
に
よ
る
と
、検
診
受
診
率
は
、

保
険
の
種
類
に
よ
っ
て
３
倍
以
上

の
開
き
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員
は

共
済
組
合
に
、
大
企
業
の
社
員
は

健
康
保
険
組
合
に
、
中
小
企
業
の

社
員
は
協
会
け
ん
ぽ
に
、
自
営
業

者
や
パ
ー
ト
の
従
業
員
は
国
民
健

康
保
険
に
、
主
に
加
入
し
て
い
ま

す
。

　
共
済
組
合
の
加
入
者
の
受
診
率

が
最
も
高
く
、
た
と
え
ば
大
腸
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
男
性
で
は

％
で
し
た
。

　
一
方
、
健
保
組
合
で
は

％
、

協
会
け
ん
ぽ
で
は

％
、
市
町
村

の
国
保
で
は

％
、
生
活
保
護
受

給
者
や
無
保
険
者
ら
で
は

％
と

低
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。胃
が
ん
、 イラスト・中村　久美

検
診
受
診
率
が
映
す
社
会
格
差


